
 

労働トラブルの未然防止に力を入れている 
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 丸山事務所 通信 

 
２０２２年 １月（第１５２号）  

  本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号、メー

ルアドレスを教え頂いた会社さんへお送りし

ております。不要の方はお手数ですがメー

ル、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さい

ますようお願い申し上げます。 

   
 

人事評価制度 

会社の長期的な成長を目指した人事評価制

の導入、運用を支援します。次の効果が見込

まれます。 

 会社理念、会社方針の浸透 

 優秀な人材の育成 

 優秀な人材の定着 
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Q12（キュー・トゥエルブ） 

今回、紹介する Q12（キュー・トゥエルブ）

は、社員の幸福度あるいはワーク・エンゲージメ

ントを測定する方法として開発されたものです。

社員満足度を向上させる指標として特にアメリカ

の多くの優良企業で使われています。 

 Q12（キュー・トゥエルブ）とは・   

アメリカの調査会社ギャラップ社が全世界１，

３００万人を対象に調査して導き出した仕事に対

する幸福度を測る１２の設問が Q12 です。たっ

た１２問に「完全に当てはまる（5 点）」から

「完全に当てはまらない（１点）」の５段階で答

えるだけです。それだけで幸福度が分かるのかと

俄かに信じられないところですが、質問内容を見

ると、成る程と納得させられます。 

 Q12 の内容・   

Q1：職場で自分が何を期待されているのかを知っている 

Q2：仕事をうまく行うために必要な材料や道具を与えら

れている 

Q3：職場で最も得意なことをする機会を毎日与えられて

いる 

Q4：この 7 日間のうちに、よい仕事をしたと認められた

り、褒められたりした 

Q5：上司または職場の誰かが、自分をひとりの人間とし

て気にかけてくれているようだ 

Q6：職場の誰かが自分の成長を促してくれる 

Q7：職場で自分の意見が尊重されているようだ 

Q8：会社の使命や目的が、自分の仕事は重要だと感じさ

せてくれる 

Q9：職場の同僚が真剣に質の高い仕事をしようとしてい

る 

Q10：職場に親友がいる 

Q11：この 6 カ月のうちに、職場の誰かが自分の進歩に

ついて話してくれた 

Q12：この 1 年のうちに、仕事について学び、成長する

機会があった 

如何でしょうか。考えさせられる内容です。 

 Ｑ１２の活用方法・   

日本の会社でも四半期ごとにＱ１２に答えても

らい、社員幸福度の定点観測を続けているところ

があります。とは言え、これまで設問の様な内容

に注意を払ってこなかった会社がＱ１２の用紙を

急に配って幸福度調査をすることはお勧めできま

せん。社員への調査をする前に、設問の１つ１つ

に対して、①会社の現状はどうか、②社長自ら、

あるいは管理職の方向性はどうか、③調査をした

ら社員は一体どのような回答をするであろうか、

等を吟味することが有効です。Ｑ１２の設問を意

識して会社を運営することにより社員の意識は大

きく変わります。 

社員への幸福度調査は、①調査目的の説明、②

心理的安全性の確保、がなされてから行うとして

も遅すぎることはありません。 

 まとめ・  

 Ｑ１２の設問に対して、初めから高い点数を期

待してはいけません。すべてを５点とすることは

とても困難とされています。もし定点観測ができ

る状態ならば、前回よりも今回、今回よりも次回

と幸福度が上向くように地道な労務管理の改善を

図り続けることこそがワーク・エンゲージメント

の向上、つまり会社と社員の成長に繋がります。 


